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生
相
談
"
と
い
う
す
べ
て
の
学
生
に
開
か
れ
た
心
理
的
成
長
支
援
と

し
て
の
ア
ピ
ー
ル
を
行

っ
て
い
き
た
い
も

の
だ
と
考
え
て
い
る
。

そ
の
た
め
に
も
、
各
大
学

・
各
担
当
者
が
、
「ど
の
よ
う
な
理
念
、

方
向
性
を
掲
げ
る
か
、
志
向
す
る
の
か
」
（モ
デ
ル
）、
「ど
の
よ
う
な
体

制
、
組
織
、
（建
造
物
）
を
作
り
上
げ
よ
う
と
す
る
か
」
（シ
ス
テ
ム
）、

「ど
の
よ
う
な
姿
勢
、
構

え
を
も

っ
て
、
日
々
の
相
談
活
動
、
働
き
か

け
を
行
う
か
」
（ス
タ
イ
ル
）
を
、
確
立
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

そ
し
て
、
実
際
に

「具
体
的
方
策
」
を
計
画
す
る
と
と
も
に
、
学
生

相
談
や
学
生
支
援
が
い
っ
そ
う
根
づ
く
た
め
の

「戦
略
的
判
断
」
を
加

味
し
て
、
総
合
的
に
整
備
し
て
い
く
こ
と
が
望
ま
れ
る
。
そ
の
際
に

は
、
数
字
や

一
覧
表
に
よ
る
客
観
的
な
資
料
提
示
と
、
「学
生
相
談
」

担
当
者
な
ら
で
は
の
学
生
の
個
別
性

・
事
例
性
に
基
づ
い
た

エ
ッ
セ

ン
ス
の
伝
え
方
と
の
、
双
方
を
活
用
し
つ
つ
の
展
開
が
求
め
ら
れ
る
。

Ⅵ
ま
と
め
に
代
え
て

本
稿

で
記
し
た
内
容
を
改
め
て
、
大
き
な
ス
ト
ー
リ
ー
に
す
る
と
、

（
一
）
「
学
生
相
談
」
「学
生
支
援
」
の
整
備
が

（「経
営
」
上
か
ら
も
）

大
学
の
セ
ー
ル
ス
ポ
イ
ン
ト
に
な
り
う
る
こ
と
、

（二
）
「研
究
」
「管
理
」
重
視
に
な
り
が
ち
で
あ
れ
ば
こ
そ
、
学
生
の
適

応
と
成
長
を
支
援
す
る
営
み
に
意
識
を
向
け
る
こ
と
が
重
要
で
あ

る
こ
と
、

（三
）

そ
れ
は
決
し
て
ア
ウ
ト
ソ
ー
シ
ン
グ
で
き
な
い
性
質

の
も

の

で
あ
り
、
「教
育
」
機
関
の
本
質
的
使
命
と
し
て
学
内
か
ら
作
り

上
げ
て
い
く
も
の
で
あ
る
こ
と
、

（四
）
各
大
学
ご
と

に
、
独
自

に
学
生
相
談
の

モ
デ
ル

・
シ
ス
テ

ム

・
ス
タ
イ
ル
を
作
り
上
げ
て
い
く
こ
と
が
基
礎
と
な
る
こ
と
、

（五
）
"多
様
性

（教
職
員
）
"
と

"専
門
性

（カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
）
"
の

「協
働
」
が
不
可
欠
で
あ
る
こ
と
、

と
、
ま
と
め
ら
れ
よ
う
か
。

学
生
も
教
職
員
も
、
そ
れ
ぞ
れ
が
い
き
い
き
と
個
性
を
発
揮
し
あ

う
こ
と
で
、
自
然
と
調
和
の
と
れ
た
相
互
援
助
的
な
教
育
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
が
形
づ
く
ら
れ
て
い
く
こ
と
を
目
指
し
た

い
も
の
で
あ
る
。
そ

の
推
進
力
と
し
て
、
学
生
相
談
の
次
の
五
〇
年
が
活
性
化
さ
れ
る
こ

と
を
念
じ
て
い
る
。

【文
献
】

大
山
泰
弘

（研
究
代
表
）
二
〇
〇
〇

高
等
教
育
の
一
機
能
と
し
て
の
学
生
サ

ー
ビ
ス
に
関
す
る
研
究
―
わ
が
国
で
の
実
現
に
向
け
て
―

平
成

一
〇
～

平
成
一
一
年
度
科
学
研
究
費
補
助
金

（萌
芽
的
研
究
）
研
究
成
果
報
告
書

齋
藤
憲
司

一
九
九
九

学
生
相
談
の
専
門
性
を
定
置
す
る
視
点
―
理
念

研
究
の
概
観
と
四
つ
の
大
学
に
お
け
る
経
験
か
ら
―

学
生
相
談
研

究
、
2
0
（
1）、
1-
2
2

齋
藤
憲
司

二
〇
〇
二

学
生
相
談
―
最
近
の
動
向

一
九
九
九
～
二
〇
〇

一
―

学
生
相
談
研
究
、
2
3
（
1）、
1
0
5
-
1
1
4

齋
藤
憲
司

二
〇
〇
四

教
育

・
援
助
機機
能
の
再
編
と
学
生
相
談
―
変
革

を
生
き
抜
く
シ
ス
テ
ム
と
ス
タ
イ
ル
―

第
三
七
回
全
国
学
生
相
談
研

究
会
議
報
告
書

齋
藤
憲
司
・
道
又
紀
子

二
〇
〇
三

教
職
員
が
関
与
す
る
相
談
事
例
へ

の
構
え
と
対
処
―
教
育
目
標
を
心
理
的
成
長
を
め
ぐ
る
協
働
に
向
け
て

―
学
生
相
談
研
究
、
2
4
（
1）、
1
2
-
2
0

●
論
文
●

我

が
国

に
お
け

る
学
生
相
談

の
現
状
と

課
題

～
学
生
相
談
機
関
に
関
す
る
全
国
調
査
か
ら
～

大

島

啓

利

（広
島
修
道
大
学
学
生
相
談
室
）

一
は
じ
め
に

日
本
学
生
相
談
学
会
で
は
、
高
等
教
育
機
関
の
学
生
相
談
活
動
の

発
展
に
資
す
る
た
め
、

一
九
九
七
年
度
よ
り
、
全
国
の
大
学
、
短
期

大
学
、
高
等
専
門
学
校
を
対
象
に
学
生
相
談
機機
関
に
関
す
る
調
査
を

行

っ
て
き
た
。
こ
の
調
査
は
三
年
ご
と
に
実
施
し
て
お
り
、
二
〇
〇

三
年
度

に
三
回
目
の
調
査
を
実
施
し
た
。
調
査
結
果
の
詳
細
は
日
本

学
生
相
談
学
会
機
関
誌

「学
生
相
談
研
究
」
第
二
四
巻
三
号

（二
〇

〇
四
年
三
月
）
に
報
告
し
た
。
学
生
相
談
活
動
は
さ
ま
ざ
ま
な
立
場

の
教
員
、
職
員
に
よ
っ
て
営
ま
れ
て
い
る
が
、
本
調
査
は
そ
の
中
の

学
生
相
談
機
関
を
対
象
と
し
た
も
の
で
あ
る
。
本
稿
で
は
こ
の
結
果

を
要
約

し
な
が
ら
、
我
が
国
の
学
生
相
談
機
関
の
現
状
を
確
認
し
、

そ
れ
に
基
づ
き
課
題
に
つ
い
て
論
考
し
た
い
。

二

調
査
方
法

調
査
用
紙
は
二
〇
〇
三
年
四
月
、
全
国
の
大
学
お
よ
び
短
期
大
学
、

高
等
専
門
学
校
を
対
象
に
発
送
し
た
。
最
終
的
な
調
査
対
象
は

一
二

七
七
校
の

一
三
六
四
機
関
と
な
っ
た
。

回
答
数
は
七
五
七
、
回
収
率
は
五
五

・
五
%
で
あ

っ
た
。
そ
の
内

訳
は
、
大
学
五
六

・
八
%
、
短
期
大
学
五
二

・
一
%
、
高
等
専
門
学

校
六
九

・
四
%
で
あ

っ
た
。

回
答
の
集
計
に
あ
た
り
、
ま
ず
、
回
答
の
あ

っ
た
相
談
機
関
を
対

象
に
デ
ー
タ
処
理
を
行

っ
た
。
こ
う
し
て
得
ら
れ
た
平
均
を
こ
こ
で

は

「機機
関
平
均
」
と
し
た
。
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今
回

の
調
査
で
は
、

一
つ
の
学
生
相
談
機
関
が
複
数
の
大
学
、
短

期
大
学
部
を
対
象
と
し
て
い
る
場
合
が
七
六
機
関
あ

っ
た

（機
関
共

有
）
。
こ

の
場
合
は
基
本
的
に
大
学
の
回
答
用
紙
で
代
表
し
て
回
答

し
て
も
ら
っ
た
。
そ
の
た
め
回
答
を
代
表
し
た
学
校

（機
関
）
を
便

宜
上
、
機
関
共
有
の
主
た
る
学
校
と
み
な
し
た
。

主
た
る
学
校
か
ら
の
回
答
の
内
、
相
談
機
関
に
関
す
る
デ
ー
タ
を

従
と
な
る
学
校
に
コ
ピ
ー
し
て
処
理
を
行

っ
た
。
こ
う
し
て
得
ら
れ

た
平
均
値
は
学
校
種
別
に
全
体
の
様
子
を
表
し
て
お
り
、
こ
こ
で
は

「校
種
別
平
均
」
と
呼
ぶ
こ
と
と
し
た
。

尚
、
本
稿
で
は
過
去
の
調
査
結
果
と
の
比
較
は
今
回
と
調
査
対
象

が
同
じ

一
九
九
七
年
度
調
査
結
果
と
の
間
に
絞
っ
た
。

三

学
生
相
談
機
関
の
現
状

（
一
）
学

生
相
談
機
関
の
設
置
状
況

大
学
、
短
期
大
学
、
高
等
専
門
学
校
合
わ
せ
て
五
九
九
校
で
学
生

相
談
機
関
が
確
認
さ
れ
た
。
設
置
率
は
四
六

・
九
%
で
あ

っ
た
。

一

九
九
七
年
度
調
査
で
は
五

一
九
校
で
設
置
が
確
認
さ
れ
、
設
置
率
は

四
二

・
一
%
で
あ

っ
た
。
六
年
を
経
過
し
て
学
生
相
談
機
関
を
設
置

し
て
い
る
学
校
が
増
加
し
て
い
る
。

学
校
種
別
で
は
、
大
学
五
二

・
三
%
、
短
期
大
学
三
七

・
五
%
、

高
等
専
門
学
校
六
七

・
七
%
で
あ

っ
た
。

過
去
二
回
の
調
査
に
ど
ち
ら
に
も

「学
生
相
談
機
関
あ
り
」
と
回

答
さ
れ
た
送
付
先
で
今
回
回
答
を
得
ら
れ
な
か

っ
た
も
の
が

一
〇
五

件
あ
っ
た
。
実
際
の
設
置
率
は
さ
ら
に
高

い
と
推
測
さ
れ
る
。

（
二
）
開
室
日
数

学
期
中

一
週
間
の
開
室
日
数
を
尋
ね
た
。
全
体
平
均
は
三

・
七
日

で
あ

っ
た
。
学
校
種
別
に
機機
関
平
均
を
見
る
と
、
大
学
四

・
〇
日
、

短
期
大
学
二

・
九
日
、
高
等
専
門
学
校
三

・
三
日
で
あ

っ
た
。

（三
）
開
室
時
間

学
期
中

一
週
間
の
開
室
時
間
を
尋
ね
た
。
開
室
時
間
の
全
体
平
均

は
二
〇

・
九
時
間
で
あ

っ
た
。
学
校
種
別
に
機
関
平
均
を
見
る
と
、

大
学
二
三

・
五
時
間
、
短
期
大
学

一
五

・
八
時

間
、
高
等
専
門
学
校

一
〇

・
六
時
間
で
あ
っ

た
。

一
九
九
七
年
度
調
査
と
比
較
す
る
と

（校
種
別
平
均
）、
大
学

（二
二

・
五
三
↓
二
三

・
六
）、
短
期
大
学

（
一
六

・
一
八
↓

一
八

・
七
）、
高
等
専
門
学
校

（七

・
七
五
↓

一

〇・
六
）
の
い
ず
れ
も
上
昇
し
て
い
る
。

学
校
規
模
別
に
見
る
と

（機
関
平
均
）
、
大
学

で
は
、
在
籍
学
生

一
〇
、
〇

〇

一
人
以
上
が
三
五

・
六
時
間
、

一
〇
、
〇
〇
〇

人
以
下

が
二
九

・
五
時
間
、
五
、
〇
〇
〇

人
以
下
が
二
〇

・
七
時
間
、

一
、

〇
〇
〇
人
以
下
が

一
五

・
八
時
間
で
あ
っ
た
。
規
模
の
大
き

い
大
学

ほ
ど
開
室
時
間
が
長
く
な

っ
て
い
る
。

短
期
大
学
で
は

一
、
〇
〇
一
人
以
上
二
四

・
五
時
間
、

一
、
〇
〇
〇
人

以
下

一
四

・
四
時
間
、
五
〇
〇
人
以
下
が

一
四

・
七
時
間
で
あ

っ
た
。

（四
）
創
設
年
度

創
設
以
来
の
年
数
は
、
全
体
の
平
均
で

一
五
年

（
一
九
八
八
年
度

創
設
）

で
あ

っ
た
。
学
校
種
別
に
機
関
平
均
を
見
る
と
、
大
学

一
六

年

（
一
九
八
七
年
度
）、
短
期
大
学
一
一
年

（
一
九
九
二
年
度
）
、
高

等
専
門
学
校

一
四
年

（
一九
八
九
年
度
）
で
あ

っ
た
。

図

1
に
創
設
年
度

の
分
布
を

示
し

た
。

一
九
九
五
年
度
以
降
、

急
速
に
増
加
し

て
い

る
こ
と
が
わ
か
る
。

（五
）
室
数

全

体

の
平

均

は

二

・
一
室
で
あ
っ

た
。

一
九
九
七
年

の
調
査

で
は

一
・
八
室

で
あ

り
、
増
加
傾
向
が
伺
え
る
。

一
室
の
機
関
は
三
〇
四
あ
り
、
五
六

・

三
%
を
占
め
て
い
る
。

学
校
種
別
に
機
関
平
均
を
見
る
と
、
大
学
二

・
四
室
、
短
期
大
学

一
・
四
室
、
高
等
専
門
学
校

一
・
三
室
で
あ

っ
た
。

（六
）
活
動
予
算

（人
件
費
除
く
）

活
動
予
算
の
全
体
平
均
は
五
二
万
円
で
あ

っ
た
。
学
校
種
別
に
機

関
平
均
を
見
る
と
、
大
学
六
七
万
円
、
短
期
大
学
一
三
万
円
、
高
等

専
門
学
校
二
二
万
円
で
あ

っ
た
。

（七
）
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
総
数

こ
の
項
目
は
、
勤
務
時
間
数
に
関
係
な
く
相
談
機
関
に
何
人
の
人

が
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
と
し
て
か
か
わ

っ
て
い
る
か
を
質
問
し
た
。

カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
総
数
の
全
体
平
均
は
三

・
八
人
で
あ

っ
た
。
三
人

以
下
が
約
六
割
を
占
め
て
い
た
。
学
校
種
別
に
機
関
平
均
を
見
る
と
、

大
学
四

・
〇
人
、
短
期
大
学
三

・
〇
人
、
高
等
専
門
学
校
四

・
六
人

で
あ

っ
た
。

（八
）
実
質
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
数

（専
任
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
は
原
則
と
し
て

一
人
と
し
て
、
そ
の
他
の
カ

ウ
ン
セ
ラ
ー
で
勤
務
時
間
四
〇
時
間
未
満
の
場
合
は
勤
務
時
間
数
÷

図1創 設年度
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四
〇
と
し
て
算
出
）

全
体
平
均
は
〇

・
七

六
人
で
あ
っ
た
。
有
効

回
答
の
五
六
%
を
実
質

カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
〇

・
五

人
以
下
の
機
関
が
占
め

て
い
た
。

図
2
に
分
布
と

一
九

九
七
年
度
調
査
か
ら
の

校
種
別
平
均
の
変
化
を

示
し
た
。

学
校
種
別
に
機
関
平
均
を
見
る
と
、
大
学
〇

・
九
三
人
、
短
期
大

学
〇

・
三
三
人
、
高
等
専
門
学
校
〇

・
二
三
人
で
あ

っ
た
。

学
校
規
模
別
に
機
関
平
均
を
見
る
と
、
大
学
で
は
、
在
籍
学
生

一

〇
、
〇
〇
一
人
以
上
が
二

・
一
三
人
、

一
〇
、
〇
〇
〇
人
以
下
が

一
・

二
六
人
、
五
、
〇
〇
〇
人
以
下
が
〇

・
六
三
人
、

一
、
〇
〇
〇
人
以
下

が
〇

・
三
八
人
で
あ

っ
た
。
短
期
大
学
で
は

一
、
〇
〇
一
人
以
上
〇

・

五
三
人

、

一
、
〇
〇
〇
人
以
下
〇
・
三
一

人
、
五
〇
〇
人
以
下
が

〇・
二
九
人
で
あ

っ
た
。

今
回

の
調
査
で
専
任
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
の
存
在
が
確
認
で
き
た
の
は

五
五
八
機
関
の
内
、
七
九
機
関
で
、

一
二
六
人
で
あ
っ
た
。

（九
）
来
談
者
実
数

（年
間
）

全
体
平
均
は

一
〇
九

・
七
人
で
あ

っ
た
。
学
校
種
別
に
機
関
平
均

を
見
る
と
、
大
学
一
三
三

・
二
人
、
短
期
大
学
四
四

・
四
人
、
高
等

専
門
学
校
七
五

・
四
人
で
あ
っ
た
。

来
談
者
実
数
の
内
訳
を
見
る
と
、
全
体
で
は
、
学
生
八
六

・
〇
%
、

教
職
員
五
・九
%
、
保
護
者
四

・四
%
、
そ
の
他
三

・八
%
で
あ

っ
た
。

（
一
〇
）
来
談
学
生
実
数

（年
間
）

全
体
平
均
は
九
七

・
二
人
で
あ

っ
た
。
学
校
種
別
に
機
関
平
均
を

見
る
と
、
大
学

一
一
八

・
四
人
、
短
期
大
学
三
九

・
〇
人
、
高
等
専

門
学
校
六
四

・
一
人
で
あ

っ
た
。

図
3
に

一
九
九
七
年
度
調
査
か
ら
の
変
化
を
示
し
た
。
高
等
専
門

学
校
の
延
び
が
著
し
い

（三
六

・
二
↓
六
四

・
一
）。学

校

規

模

別

に
機

関

平

均

を

見

る

と

、

大

学

で
は

、

在

籍

学

生

一
〇

、
〇
〇

一
人

以

上

が

二
八

四

・
二

人

、

一
〇

、
〇
〇
〇

人

以

下

が

一
六

一

・

九

人

、

五

、
〇
〇
〇

人

以

下

が

七

二

・
〇
人

、

一
、
〇
〇
〇

人

以

下

が

五

〇

・
六

人

で

あ

っ
た
。

短

期

大

学

で

は

一
、
〇
〇

一
人

以

上

五

二

・
三

人

、

一
、
〇
〇

〇
人
以

下

四

七

・
九

人
、
五

〇
〇

人
以

下

が

二

五

・
八

人

で
あ

っ
た
。

（
一
一
）

来

談

学

生

延

べ

数

（年

間

）

来
談

学

生

延

べ
数

の
全

体

平

均

は

四

〇
七

・
一
人

で
あ

っ
た

。

学

校
種

別

に
機

関

平

均
を

見

る
と

、

大
学

五

二

五

・
〇
人

、
短

期

大

学

一
二

一

・
二
人

、

高
等

専

門
学

校
一
三

五

・
八
人

で
あ

っ
た
。

図

3

に

一
九

九

七

年

度

調
査

か
ら

の
変
化

を

示

し

た

。

一
九
九

七

年

度

以

来

、

大

学

（
四

〇

三

・
九

↓

五

二

四

・
九

）
、

短

期

大

学

（
二

〇

四

・
七

↓

二

五

九

・
五

）
、

高

等

専

門

学

校

（
八
〇

・
二

↓
一
三

五

・
八
）

と
も

に
増

加

し

て

い
る
。

学

校

規

模

別

に

機

関
平

均

を

見

る
と

、

大

学

で
は

、
在

籍

学

生

一

〇
、
〇
〇

一
人
以

上

が

一
、
三

四
二

・
二
人

、

一
〇
、
〇
〇
〇

人

以

下
が

七

六

九

・
九

人

、

五

、
〇
〇
〇

人
以

下
が

三

二

六

・
三
人

、

一
、
〇
〇

〇
人
以

下

が

一
五
八

・
五

人

で
あ

っ
た
。

短
期

大

学

で
は

一
、
〇
〇

一

人

以

上

二
二
三

・
八

人
、

一
、
〇
〇
〇

人
以

下

一
三

一

・

一
人

、

五

〇

〇
人
以

下

が
九

二

・
三

人

で
あ

っ
た

。

来

談

学
生

延

べ
数

の
相
談

内

容

に
よ

る
内

訳

比

率

を

見

る
と

、
全

体

で
は

、

勉

学

・
進

路

一
八

・
三

%

、
心

理

・
適
応

六

七

・
二

%

、

そ

の
他

一
四

・
五

%

で
あ

っ
た

。

（
一
二
）
学
生
来
談
率

（来
談
学
生
実
数
÷
対
象
在
籍
学
生
数

×
一
〇
〇
）

全
体
平
均
は
四

・
八
%
で
あ

っ
た
。
学
校
種
別
に
機
関
平
均
を
見

る
と
、
大
学
三

・
八
%
、
短
期
大
学
七

・
五
%
、
高
等
専
門
学
校

六

・
五
%
と
な
っ

て
い
る
。

一
九
九
七
年
度
調
査
で
の
全
体
平
均
は
三

・
六
%
で
、
大
学
、
短

期
大
学
、
高
等
専
門
学
校
と
も
に
来
談
率
が
増
加
し
て
い
た
。

（
一
三
）
実
質
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
一
人
あ
た
り
来

談
学
生
延
べ
数

（来
談
学
生
延
べ
数
÷
実
質
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
数
）

全
体
平
均
は
六

一
八

・
九
人
で
あ
っ
た

（
一
九
九
七
年
度
調
査
五

六
〇

・
九
人
）
。
学
校
種
別
に
機機
関
平
均
を
見

る
と
、
大
学
六
二

七

・
〇
人
、
短
期
大
学
五
五

一
・
三
人
、
高
等
専
門
学
校
七
〇
六

・

六
人
で
あ

っ
た
。

（
一
四
）
そ
の
他
の
活
動

活
動
の
特
色
と
し
て
多
彩
な
活
動
が
報
告
さ
れ
た
。

・
学
生
を
対
象
と
し
た
活
動

談
話
室
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

・
ス
ペ
ー
ス
な
ど
と
呼
ば
れ
て
い
る
安
心

で
き
る
居
場
所
的
な
空
間
の
提
供
。
行
事
と
し
て
、
エ
ン
カ
ウ
ン
タ

ー・
グ
ル
ー
プ
、
集
団
療
法
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
、
研
修
会
、
講
演
会
、

図2実 質カウンセラー数

図3来 談学生実数と延べ数
の変化
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キ
ャ
リ
ア

・
グ
ル
ー
プ
、
映
画
鑑
賞
、
コ
ン
パ
な
ど
が
報
告
さ
れ
た
。

・
教
職
員
を
対
象
と
し
た
活
動

講
演
会
、
研
修
会
、
連
絡
会
議
な
ど
の
開
催
、
冊
子
の
作
成
、
教

職
員
と

の
連
携

・
協
働
の
た
め
の
キ
ャ
ン
パ
ス

・
ワ
ー
ク
等
。

（
一
五
）
報
告
書

全
体

で

一
二
五
機
関

（二
二

・
四
%
）
で
の
刊
行
が
確
認
で
き
た
。

学
校
種

別
で
は
大
学
二
九

・
九
%
、
短
期
大
学
三

・
二
%
、
高
等
専

門
学
校
九

・
五
%
で
あ

っ
た
。
国
立
大
学
が
最
も
高
く
四
六

・
〇
%
、

次
い
で
私
立
大
学
二
九

・
五
%
、
国
立
高
等
専
門
学
校

一
〇

・
三
%
、

公
立
大
学
七

・
五
%
な
ど
と
な

っ
て
い
る
。

四

学
生
相
談
機
関
の
動
向

（
一
）
一

九
九
七
年
度
調
査
と
の
比
較

一
九
九
七
年
度
と
今
回
の
調
査
に
二
回
と
も
回
答
さ
れ
た
二
六
二

機
関

（大
学

一
九
三
、
短
期
大
学
三
八
、
高
等
専
門
学
校
三

一
）
に

つ
い
て
比
較
を
行

っ
た
。

a

相
談
活
動
基
盤
の
変
化

①
開
室
時
間

（平
均
=
二
〇

・
三
時
間
↓
二
三

・
九
時
間
）

②
室
数

（平
均
=

一
・
九
室
↓
二

・
六
室
）

③
予
算

（平
均
=
七
八
六

・
二
千
円
↓
七
七
八

・
六
千
円
）

④
実
質
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
数

（平
均
=
〇

・
七
八
人
↓

一
・
〇

一
人
）

活
動
予
算
を
除
い
て
上
昇
し
て
お
り
、
全
体
的
に
学
生
相
談
の
活

動
基
盤
が
充
実
す
る
方
向
に
変
化
し
て
い
る
こ
と

が
わ
か
る
。

b

来
談
学
生
数
の
変
化

①
来
談
学
生
実
数

（平
均
=

一
〇
〇

・
五
人
↓
一
三

〇

・
七
人
）

②
来
談
学
生
延
べ
数

（平
均
=
三
六
六

・
四
人
↓
五
五
二

・
一
人
）

③
学
生
来
談
率

（平
均
=

三

・
二
%
↓
四

・
二
%
）

④
実
質
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー

一
人
あ
た
り
来
談
学
生
延
べ
数

（平
均
=

五

六
五

・
九
人
↓
六
三
八

・
六
人
）

来
談
学
生
実
数
、
延
べ
数
と
も
に
大
幅
に
増
加
し
、
学
生
来
談
率

も
高
く
な

っ
て
い
た
。
そ
れ
に
伴
い
、
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
は
忙
し
く
な

っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

c

来
談
学
生
が
増
加
し
た
機
関
の
特
徴

来
談
学
生
実
数
と
延
べ
数
に
つ
い
て
、

一
・
二
倍
以
上
増
加
し
た

機
関
と
〇

・
八
倍
以
下
に
減
少
し
た
機
関
を
抽

出
し
、
開
室
時
間
、

予
算
、
実
質
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
数
の
増
減
、
専
任
専
門
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー

の
有
無
な
ど
と
の
ク
ロ
ス
集
計
を
し
、
χ

二
乗
検
定
を
行

っ
た
。

開
室
時
間
=
実
数
、
延
べ
数
と
も
に
五
%
水
準

で
有
意
。

予
算
=
実
数
、
延
べ
数
と
も
に
有
意
な
結
果
は
出
ず
。

実
質
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
数
=
実
数
、
延
べ
数
と
も
に
〇

・
一
%
水
準

で
有
意
。

専
任

カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
=
実
数
で

一
〇
%
水
準

で
、
延
べ
数
で
は

〇・
五
%
水
準
で
有
意
。

専
門
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー

（大
学
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
あ
る
い
は
臨
床
心
理

士
）
で
あ
り
、
専
任
あ
る
い
は
週
三
二
時
間
以
上
勤
務
の
嘱
託
職
員

が
い
る
か
ど
う
か
=
実
数
で
は

一
〇
%
水
準
で
、
延
べ
数
で
は

一
%

水
準
で
有
意
。

専
門
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
で
、
週
三
二
時
間
未
満
の
非
常
勤
カ
ウ
ン
セ

ラ
ー
あ
る
い
は
併
任
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
を
含
む
=
有
意
な
結
果
は
出
な

か
っ
た
。

専
任
あ
る
い
は
そ
れ
に
近
い
条
件
で
勤
務
す
る
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
が

い
る
機
関
や
、
実
質
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
数
を
増
や
し
、
開
室
時
間
を
長

く
し
た
機
関
で
利
用
学
生
が
増
加
す
る
傾
向
が
確
認
さ
れ
た
。
専
門

カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
の
存
在
は
来
談
学
生
数
を
増
加
さ
せ
る
要
因
と
し
て

重
要
で
あ
る
が
、
専
任
あ
る
い
は
そ
れ
に
近
い
条
件
で
勤
務
し
て
い

る
こ
と

の
ほ
う
が
よ
り
重
要
と
考
え
ら
れ
る
。

以
上
の
結
果
か
ら
学
生
相
談
活
動
の
発
展

・
充
実
に
は
カ
ウ
ン
セ

ラ
ー
の
人
員
配
置
を
充
実
さ
せ
る
こ
と
が
最
も
効
果
的
で
あ
る
と
考

え
ら
れ
る
。

（
二
）
新
設
相
談
機
関
の
特
徴

創
設
年
度
の
分
布
で
確
認
し
た
よ
う
に
最
近
に
な

っ
て
相
談
機
関

を
創
設
し
た
学
校
が
増
え
て
い
る
。
今
回
の
調
査
で
は
、

一
九
九
七

年
度
調
査
以
後
に
創
設
さ
れ
た
相
談
機
関
か
ら

の
回
答
が
二
〇
三

件
、
三
六

・
四
%
を
占
め
て
い
た
。
こ
れ
ら
新
設
相
談
機
関
の
特
徴

を
見
て
い
く
。

図
4
に
創
設
時
期
を

一
九
九
六
年
度
以
前
と

一
九
九
七
年
度
以
降

に
分
け
て
算
出
し
た
各
項
目
の
機
関
平
均
を
示
し
た

（専
任
配
置
機

図4創 設年度別機関平均 （比率）
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関
数
と
報
告
書
は
確
認
で
き
た
機
関
数
を
示
し
た
）。
グ
ラ
フ
は
値

の
大
小
を
比
率
で
表
し
て
い
る
。
中
央
部
で
分
か
れ
る
場
合
が
、
両

群
の
平
均
値
が
等
し
い
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

新
設
相
談
機
関
の
在
籍
学
生
数
が
少
な
い
。
規
模
の
小
さ
い
学
校

が
最
近
に
な
っ
て
創
設
し
た
こ
と
が
わ
か
る
。

開
室

日
数

・
時
間
、
室
数
、
活
動
予
算
、
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
配
置
状

況
な
ど
、
活
動
の
基
盤
と
な
る
項
目
は
ど
れ
も
新
設
相
談
機
関
の
数

値
が
低

い
。
特
に
活
動
予
算
、
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
配
置
状
況
が
よ
く
な

い
。
厳
し
い
条
件
下
で
活
動
を
開
始
し
て
い
る
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

来
談
者
数
、
学
生
来
談
者
数
に
か
か
わ
る
項
目
に
つ
い
て
み
る
と

新
設
機
関
の
数
値
が
低
い
が
、

一
方
で
実
質
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー

一
人
あ

た
り
来
談
学
生
延
べ
数
は
新
設
機
関
の
ほ
う
が
数
値
が
大
き
い
。
こ

れ
ら
の
機
関
で
は
活
動
基
盤
の
制
約
の
中
で
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
が
健
闘

し
て
い
る
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

五

学
生
相
談
の
課
題

「な
い
よ
り
は
ま
し
」
に
な
ら
な

い
た
め
に

（あ
る

い
は

「な
い
よ
り
は
ま
し
」
か
ら
脱
却
す
る
た
め
に
）

（
一
）
学
生
の
ニ

ー
ズ
に
ど
う
応
え
る
か

先
に
確
認
し
た
よ
う
に
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
の
配
置
を
充
実
さ
せ
た
機

関
で
利
用
者
が
増
加
し
て
い
た
。
サ
ー
ビ
ス
を
用
意
で
き
れ
ば
相
当

数
の
利
用
者
が
あ
る
、
と
い
う
こ
と
は
学
生
相
談
担
当
者
の
実
感
で

も
あ
る
。
ど
こ
の
学
校
で
も
学
生
相
談
に
対
す
る
学
生
ニ
ー

ズ
は
存

在
し
て
お
り
、
そ
れ
に
学
校
と
し
て
ど
の
よ
う

に
応
え
て
い
く
か
が

問
わ
れ
て
い
る
と
言
え
よ
う
。

ま
た
、
学
生
の
多
様
な
ニ
ー
ズ
に
応
え
て
い
く
た
め
に
は
、
個
々

の
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
の
相
談
能
力
向
上
も
不
可
欠

で
あ
る
。

（
二
）
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
配
置

実
質
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
〇

・
五
人
以
下
の
機
関
が
五
六
%
を
占
め
、

専
任
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
も
わ
ず
か
七
九
機
関
で
し
か
確
認
で
き
な
か

っ

た
の
が
現
状
で
あ
る
。
多
く
の
機
関
が
非
常
勤
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
、
教

員
や
事
務
職
員
に
よ
る
併
任
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
に
よ
っ
て
支
え
ら
れ
て

い
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
そ
れ
ぞ
れ
、
身
分

の
不
安
定
さ
や
過
重

な
負
担
な
ど
の
中
で
奮
闘
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
人
た
ち
の
尽
力
は

正
当
に
評
価
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

調
査
結
果
か
ら
、
学
生
相
談
活
動
を
発
展
さ
せ
学
生
の
ニ
ー
ズ
に

応
え
る
に
は
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
の
人
員
配
置
を
充
実
さ
せ
る
こ
と
が
最

も
効
果
的
で
あ
る
こ
と
を
確
認
し
て
き
た
。
回
答
者
の
感
想
に
学
生

相
談
活
動
の
課
題
と
し
て
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
の
専
任
化
を
あ
げ
た
も
の

が
い
く
つ
も
み
ら
れ
た
。
学
生
相
談
活
動
の
発
展
の
た
め
に
重
要
な

課
題
で
あ
る
こ
と
を
今
回
の
結
果
が
裏
付
け
て
い
る
と
言
え
よ
う
。

（
三
）
組
織
作
り

悩
み
は
成
長
の
契
機
で
あ
り
プ
ロ
セ
ス
で
あ
る
。
絶
好
の
教
育
チ

ャ
ン
ス
と
言
え
る
。
学
生
相
談
は
相
談
活
動
を
通
じ
て
学
生
の
学
び

と
成
長
を
促
す
教
育
活
動
で
あ
り
、
相
談
機
関
を
大
学
教
育
の

一
環

と
し
て
明
確
に
位
置
づ
け
た
組
織
作
り
が
必
要
だ
ろ
う
。
ま
た
同
時

に
、
学
生
相
談
の
枠
を
越
え
た
全
学
的
な
学
生
支
援
体
制
づ
く
り
も

求
め
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。

（
四
）

新
設
機
関

へ
の
援
助

こ
こ
数
年
、
相
談
機
関
を
創
設
す
る
学
校
が
増
え
て
い
る
が
、
そ

れ
ら
の
機
関
の
多
く
は
厳
し
い
条
件
の
下
で
活
動
し
て
い
る
こ
と
を

見
て
き
た
。

学
生
相
談
機
関
は
相
談
活
動
を
通
じ
て
学
生
の
学
び
と
成
長
を
促

す
教
育
機
関
で
あ
る
と
の
認
知
を
得
て
、
活
動
基
盤
を
充
実
さ
せ
る

こ
と
、
学
内
の
協
働
体
制
を
構
築
す
る
こ
と
、
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
の
資

質
を
高
め
て
い
く
こ
と
な
ど
、
課
題
は
す
べ
て
の
学
生
相
談
機
関
に

共
通
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
と
り
わ
け
新
設
相
談
機機
関
で
は
重
要
で

あ
る
。
機
関
創
設
に
際
し
て
担
当
者
の
苦
労
は
大
き
く
、
創
設
後
も

孤
独
な
取
組
を
強
い
ら
れ
る
こ
と
も
珍
し
く
な

い
。
こ
れ
ら
の
新
設

相
談
機
関
が
発
展

・
充
実
し
て
は
じ
め
て
我
が
国
の
高
等
教
育
に
学

生
相
談
が
根
付

い
た
と
言
え
る
の
で
あ
り
、
継
続
的
な
支
援
が
必
要

と
考

え
ら
れ
る
。

六

お
わ
り
に

二
〇
〇
〇
年
度
に
ま
と
め
ら
れ
た
文
部
科
学
省

（当
時
、
文
部
省
）

の
報
告
書

「大
学
に
お
け
る
学
生
生
活
の
充
実
方
策
に
つ
い
て

（報

告
）」
に
お
い
て
、
「学
生
相
談
の
機
能
を
学
生

の
人
間
形
成
を
促
す

も
の
と
し
て
捉
え
直
し
。
大
学
教
育
の

一
環
と

し
て
位
置
づ
け
る
必

要
が
あ
る
」
、
「可
能
な
限
り
常
勤

（専
任
）
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
等
を
配

置
し
て
い
く
こ
と
が
望
ま
れ
る
」
と
記
さ
れ
て

い
る
。
今
回
確
認
し

て
き
た
こ
と
は
目
新
し
い
こ
と
で
は
な
い
。
多
く
の
人
が
そ
の
必
要

性
を
認
識
し
な
が
ら
も
、
実
現
と
な
る
と
困
難
を
伴
う
。
学
生
相
談

が
直
面
し
続
け
て
き
た
大
き
な
課
題
が
そ
こ
に
あ
る
。

【文
献
】

大
島
啓
利
他

二
〇
〇
四

二
〇
〇
三
年
度
学
生
相
談
機
関
に
関
す
る

調
査
報
告

学
生
相
談
研
究
、
二
四
、
二
六
九
―
三
〇
四

文
部
省

大
学
に
お
け
る
学
生
生
活
の
充
実
に
関
す
る
調
査
研
究
協
力

者
会
議

二
〇
〇
〇

大
学
に
お
け
る
学
生
生
活
の
充
実
方
策
に
つ
い
て

-
学
生
の
立
場
に
立
っ
た
大
学
づ
く
り
を
め
ざ
し
て


